
 

 

 

 

 

 

 

今日から師走  

 空の雲や学校を包む空気にも冬の 

気配が感じられるようになってきました。前日との 

寒暖差が大きい日もありますので、くれぐれも保温 

等に気をつけて風邪をひかないようにしていきたい 

ものですね。 

 さて、11月 1日（月）の全校朝会では、「こどもの安全見守り隊」の皆様をお招きしました。

お一人ずつの自己紹介の後には、児童会から見守り隊の皆様に、感謝状が送られました。そして

毎朝どんな願いをこめてこどもたちを見守ってくださっているのかをお話していただきました。

全校朝会の後には、2年生のこどもたちと、北町の「あいさつ名人」「早起き名人」「見守り名人」

として交流を持ちました。この全校朝会の後から「こどもたちの朝のあいさつが、今まで以上に

元気になった。」との報告を見守り隊の方からいただいております。朝の「おはようございます。」

は、今日も元気で会えて嬉しいという命の確認の意味があります。これからも元気な挨拶で、気

持ちの良い一日をスタートさせましょう。 

 

～力を合わせること、とその先へ～ 

今年度は、全学年で合奏に取り組み、学級ごとに行う授業参観型の「音楽発表会」を実施いた

しました。 

練習の様子が校長室に毎日よく聞こえてきました。はじめはなかなか揃わなかった音やリズ

ムが日を追うごとに合うようになっていきました。楽器を使うことができない時間には、打楽器

担当のこどもたちは、打楽器に見立てたもので練習したり、教室の中でパートごとにリズム練習

をしたりと完成するまでの過程、こどもたちは様々な工夫をしていました。 

合奏では、ひとり一人は別々の楽器を演奏していますが、全員が合わさることで感動的な音楽

になります。聴いている人も感動し、演奏していても感動するという「相乗効果」が期待できま

す。「相乗効果」は、力を合わせることを抜きにしては生まれません。 

受け持ったそれぞれの役割を主体的に果たし、お互いの音を聴き合うことで違う楽器を演奏

する友だちを尊重し、初めてみんなで力を合わせることができたと言えると思います。全員が本

気になることや、持てる力の全部を出し切ることはなかなか難しいものですが、それをめざして

練習を積み重ねていった北丘っ子たちはすばらしいと感じます。これからも、友だちと力を合わ

せたらこんなにいいことがあったという経験が生まれるような実践を行ってまいりたいと思い

ます。 
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教育目標～夢をもち 心豊かに ともに未来を切り拓く～ 



私たちの住むまち～北町～ 

12月 7日（火）に 3年生が、ディスカバー千里の太田博一さんから「北町」のお話をう

かがいます。3 年生は 1 学期に校区たんけんで、校区を歩いて安全な歩道橋や車止めを発見し

たり、みんなが利用できる公園を発見したりしてきました。その学習のまとめ・発展として、千

里ニュータウンの誕生や北町の特徴になっているものについてお話をお聞きして、私たちが住

んでいるまちが、安全で、安心して暮らすことのできるまちであるようにという願いのもとに生

まれたことを知り、北町に暮らす喜びを今まで以上に感じてほしいと思います。こどもたちに配

付される資料は、講師の太田さんから、「こどもたちがお家の人とまちを歩くことが楽しくなる

ように」といただいたものですので、こどもたちが持ち帰りましたらぜひ、お子さんと一緒にご

覧になってみてください。 

 

高学年人権学習会    

1～4年生は、「沖本和子先生」から「もちあじ」ということでお話をうかがいましたが、5・

6 年生では、12 月 15 日（水）に「いじめ」に関して、法律事務所の方からお話を聴きます。 

いじめは、いじめを受けた児童等の人権を傷つけ命や心身に重大な危険を生じさせるおそれ

があり、決して許されるものではありません。そして、国・大阪府・豊中市・学校・保護者の皆

様・地域に住む皆様がともに、いじめが全ての児童等に関係する問題であることを認識し、こど

もたちが安心して学習やその他の活動に取り組むことができるように学校の中と外を問わずい

じめが行われないようにすることを意識していかなければならいと考えます。（※いじめ防止対

策推進法 平成 25年） 

本校では、まず「集団づくり」を常に意識をして、日々の授業づくりに取り組むようにしてい

ます。また、定期的に「元気ですかアンケート」や「こどもサポート会議」を実施し、こどもた

ちからの声をすくい、組織的に対応するようにしています。（※豊中市立北丘小学校いじめ防止

基本方針） 

校内に 2 か所「ぽかぽかの木」がありますが、これは、ともだちを傷つけることばを言うこ

とはやめよう、と児童会のこどもたちが呼びかけて、北丘っ子全員で作成したものです。「ぽか

ぽかの木」の葉っぱには、傷つく言葉ではなく、言われたら「心がぽかぽか」してくる言葉がた

くさん書かれています。この木が枯れないように、教職員一同、保護者の皆様や地域の皆様とと

もに、取り組みを続けてまいります。 

 
＊＊＊＊＊「憂い」に人と書いて～優しい～＊＊＊＊＊ 

 ある朝、廊下に座り込んで泣いている北丘っ子がいました。その近くにいたお友だちが、何

か言うわけではなかったけれど、傍に来て、泣いているその子の顔から落ちてしまった眼鏡を、

そっと拾って渡していました。その動作がとても心に残りました。 

☆☆☆☆☆ご存知ないですか？☆☆☆☆☆ 

どなたか、音楽発表会があった日くらいに、オレンジ色とグリーンとホワイトのチェック柄

のシャツを間違えて持って帰っておられないでしょうか？もし心当たりがございましたら、学

校へご連絡ください。 

 


